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園の≉ᚩに合わせた運動プࣟグࣛム作ᡂと実践 
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は じ め に 

  ᗂ児期の運動ᶵ能は、ᑠ・中・高と、学ᰯᩍ育でのᇶ♏となり、⏕ᾭに࠾いても重要な意を持

つ。ᩥ㒊⛉学┬（2012）ではᗂ児期運動ᣦ㔪を⟇ᐃし、その中で「ᗂ児期の運動は、୍人୍人の⯆

や⏕活⤒㦂に応じた遊びの中で、ᗂ児自らが体を動かす楽しさやᚰᆅよさを実ឤすることが大切であ

ることから、（中␎）ᗂ児が楽しく遊んでいる中で多種多ᵝな動きを㌟にけていくことができるよ

うに、ᵝࠎな遊びが体㦂できるような手❧てが必要である。」㸯）と㏙べている。よって、日ࠎの⏕活

の中でいかにᵝࠎな運動を⤒㦂し、ᚰ㌟の発育発㐩がಁされるように習័とするかが保育の現ሙでは

ồめられて࠾り、子どもの運動習័に対する保育⪅のᙺも大きいといえる。運動の具体的なෆᐜや

方ἲは、ྛ園によってᵝࠎであり、㏆年は、㊴び⟽、マࢵト、㕲Წなどのᢏ能的なᣦᑟを体育のᑓ㛛

ᐙにጤクしている園も⌋しくはない。しかし、日ࠎの体力࡙くりは保育士が中ᚰとなって行う事が多

く、体育のᑓ㛛ᐙではない保育士が運動の効果や、ᣦᑟ方ἲについて学び、実践していくのは多大な

時間と⤒㦂が必要である。園のఏ⤫として≉Ⰽある運動が取り入れられている園もあれࡤ、᪂たに取

り入れようとする園もある。また、年ࠎ᪂設されている認ᐃこども園ではまでより園児の㐣ごす時

間が㛗くなり、園での活動時間がቑえることで、運動をどのように実践し、体力・ᶵ能を向上させる

かを᳨ウしなけれࡤならない。運動方ἲやᣦᑟ方ἲのሗは手軽に入手することはできるが、たくさ

んの方ἲの中からఱをどのように活用すれࡤ良いのかはุ᩿が難しいሙ合もある。「運動」とゝって

も、その効果や目的は多種多ᵝで、使用できる道具も園によって異なるため、いかにその園の≉ᚩに

合わせた運動プࣟグࣛムを効⋡よく取り入れられるかということが、どの園に࠾いてもㄢ㢟である。

◊✲では、日㡭からᵝࠎな運動に取り組んでいるさくら保育園をに、現在取り組んでいる運動の

≉ᚩを分ᯒし、その≉ᚩに合わせた効果的な運動プࣟグࣛムを作ᡂ・実施した。その後、担ᙜ保育士

 。の取り組み方とㄢ㢟について⪃察したのアンケートを行い、その回答をཧ⪃に後の運動
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第㸯㡯 園の運動に対する取り組みについて 

 回実践を行った園では、日ࠎの体࡙くりを保育士が中ᚰとなり行い、月に２回⛬度、体育のᑓ㛛

ᐙがᢏ能的なᣦᑟを目的とした体育ᩍᐊを実施している。体育ᩍᐊではに、㊴び⟽、マࢵトを中ᚰ

に、年少から年㛗までそれࡒれのレ࣋ルに合わせたෆᐜを行い、そのᡂ果を保ㆤ⪅にᢨ㟢することも

行われている。 

 保育士が中ᚰに行う運動としては、ᖹᡂ 2� 年 � 月よりᖹᆒྎやマࢵトなどの道具を用いたࢧー࢟

のリズムに合わせて発育発㐩㐣⛬を再現するᇶᮏ動作の運動、また║⌫運動を用ࣀアࣆ、ト運動やࢵ

いた視ぬのトレーニングである、ビジョントレーニングが実施されている。さらに園では、㊴び⟽や

マࢵト、㕲Წなどの道具を園児が自⏤に使用できるような時間を設けるなど、こどもの積極的な㌟体

活動を重要視して࠾り、体力の向上はᇶより、こどもが▐時に自分の㌟をᏲり、༴㝤を回㑊できる能

力の重要ᛶにも目を向け、さまࡊまな運動を取り入れてきた。その結果、園ෆの⤫ィによると、園で

の活動時間ෆに㉳きた㈇യ⪅の⤫ィがᖹᡂ 2� 年 � 月には �9 ったのに対してᖹᡂࡔ௳ 2� 年 � 月には

�� ௳と ��㸣減少した。このことから、運動の実施が㈇യ⪅数の減少にᙳ㡪をえている可能ᛶがあ

ることが分かる。 

 

 
第２㡯 運動のプࣟグࣛムの作ᡂ 

 ᪂たな運動プࣟグࣛムを作ᡂする㝿には、より効果的なものになるよう、現在取り組んでいる運動

の≉ᚩをᤊえ⪃察する必要がある。≉ᚩをᤊえることで、現在取り組んでいる運動と、᪂たに実施す

る運動の種類が重複することを㜵ࡂ、㊊している運動・ᶵ能動作にも気࡙くことができる。 

よって、現在、園で取り組まれている運動の≉ᚩを次の（ア）㹼（࢘）の３つの視Ⅼから分ᯒし、᪂

たな運動プࣟグࣛムに取り入れるෆᐜを見出すこととした。 

（ア）運動のᛶ㉁についての≉ᚩ 

（イ）運動の効果についての≉ᚩ 

 運動動作や道具の使い方での≉ᚩ（࢘）

それࡒれの㡯目についてୗグの㏻り分ᯒした。 

 

 
（ア）運動のᛶ㉁についての≉ᚩ 

 園の運動に対する取り組みから、それࡒれの運動には実施の㝿にඹ㏻する３つのᛶ㉁があることが

わかった。 

 ձ運動の時間をᐃめ、ᣦᑟ⪅によってỴめられたෆᐜを、୍つ୍つ確実に実施している 

 ղ༢୍的な動きの繰り返しにより習得している 
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 ճこどもたちがಶࠎで取り組んでいる 

この３つのᛶ㉁は運動を行う㝿にどのような意とᙺを持っているのか、運動を行う㝿の㛗ᡤ・短

ᡤはఱかを見出し、そこから後の運動プࣟグࣛム作ᡂに必要な᪂たなᛶ㉁をᑟくこととした。 

 
㸺３つのᛶ㉁に対する見ゎ㸼 

ձ運動の時間をᐃめ、ᣦᑟ⪅によってỴめられたෆᐜを、୍つ୍つ確実に実施している 

 運動に対する時間をしっかりと確保することで、Ỵめられた時間の中で、ᣦᑟ⪅がⴠち着いて園児

୍人୍人と向き合い、目ᶆとする動作をᑀにᣦᑟすることができる。また、ẖ日同じ時間に同じෆ

ᐜを行うことで、運動の習័がしやすい。しかしその୍方で、Ỵめられた時間とሙᡤを確保する必

要があり、いつでもどこでも気軽に行うことが難しい。また、Ỵめられた運動動作を確実に行うため、

園児が自⏤な発で多ᵝに体を動かすᶵが少なくなりがちである。 

 
ղ༢୍的な動きの繰り返しにより習得している 

 Ὑ練した動き࡙くりには、繰り返しの動作がḞかせない୍方で、༢୍的な動作はマンネリしやす

く、保育⪅の工夫がồめられる。 

 
ճこどもたちがಶࠎで取り組んでいる 

 ಶࠎに取り組むことで、能力に対するಶูのᣦᑟができ、子ども自㌟の運動に対する自ᛶは育ま

れるが、運動を行う中での他⪅との関わりは少なくなりがちである。 

 
௨上の見ゎを㋃まえ、ձ㹼ճのᛶ㉁に対しての短ᡤを⿵うᙧで、᪂たな運動プࣟグࣛムには次のᛶ㉁

㹟㹼㹡を重視していくものとした。 

㹟�日ᖖ的なあそびの時間などに気軽に行うことができ、自⏤な発でᵝࠎな運動⤒㦂ができるもの。 

㹠�こどもの反応によって、ኚを持たせることができるもの。 

㹡�ಶࠎで取り組むものの他に、࣌アやࢳームで༠力して行うことができるもの。 

 

 
（イ）運動効果についての≉ᚩ 

 現在、園で取り入れている運動はどれも「ᇶᮏ動作」や「ᇶᮏᶵ能」の発㐩とᏳᐃを目的として࠾

り、第㸯㡯でも㏙べたように園の活動時間ෆでの園児の㈇യ⪅数は減少していることから、ᇶᮏ動作

やᇶᮏᶵ能の習得により、転ಽண㜵や、༴㝤回㑊の効果があったとணできる。よって、᪂たな運動

プࣟグࣛムには、そのᇶᮏ動作やᇶᮏᶵ能を⏕かし、さらなる能力をᘬき出す運動が必要である。 
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 運動動作や道具の使い方での≉ᚩ（࢘）

 （ア）ղで㏙べたように、現在園が取り組んでいる運動は、繰り返しの動作により、習得するもの

が多く、୍方でマンネリしやすい傾向にある。そのため、᪂たな運動プࣟグࣛムには、ゲームឤぬ

でᵝࠎな動作を自分で⪃え行うことができるものや、道具もỴまった使い方に限らず、子どものീ

力や発力にもാきかけ、楽しむ気持ちや、活動に対する意欲をᘬき出すことができるものを取り入

れることで、運動のᖜがᗈげやすくなると⪃えられる。また、࣌アで行うものや集ᅋで༠同して行う

もの、道具を使うもの、使わないものと、ሙᡤや時間によって保育⪅が⮫ᶵ応ኚに活用できるものが

ᮃましい。 

 

 
 この（ア）（イ）（࢘）の≉ᚩから、現在取り組んでいる運動に対し、ᛶ㉁の短ᡤを⿵い、相乗効果

を期待できるものとして、「コーディネーション運動」に着目した。ᮾ᰿（2014）はࠗコーディネー

ション運動とは⚄⤒⣔のᶵ能であり、「㌟体をᕦみに動かす能力」のことである。≧ἣを目や⪥など

のឤで察知し、それを㢌でุ᩿して、具体的に➽⫗を動かす、といった୍連の㐣⛬をࢫムーズに行

えるようにする能力を㛤発することが、コーディネーション運動の目的である。࠘ ２）と㏙べている。

このことから、コーディネーション運動は⚄⤒⣔の発㐩をಁし、ᇶᮏ動作をὙ練させると同時に、運

動動作の応用力を㣴う効果があると⪃えられる。 

また、「運動の実施によって、対人関係、ࢯーシャル࢟ࢫルにᨵၿがみられるとの◊✲もある。」２）

と、㏙べていることから、運動を㏻してのコ࣑ࣗニケーション能力の向上も期待できる。よって、᪂

たな運動プࣟグごࣛムには「コーディネーション運動」を取り入れ、実施することとした。 

 

 
第３㡯 運動の実践 

（㸯）方ἲ 

  ・対象㸸年㛗２㸲ྡ 

  ・㸯回㸲㸳分⛬度の運動を㸶月㹼㸯㸮月にわたりィ㸲回行う。 

  ・ㅮᖌが中ᚰに運動をᣦᑟし、担任の保育士は⿵ຓとしてཧ加する。 

  ・⤊後に担任の保育士にアンケートを行い、再度ෆᐜを᳨ウする。 

 
（２）実施ෆᐜ 

第㸯回 実施日 2017 年 � 月 22 日 

 ⡆༢にできるジャンケン遊びから行い、ᚎࠎにコーディネーション運動と⛣行し、ゲームឤぬで

楽しめるものを多く取り入れた。ᵝࠎな姿勢から㢼⯪を࢟ャࢳࢵする遊び（図㸯）では、初めての動
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作に多少の戸惑いも見られたが、回数を重ねるごとに反応時間が早くなり、最後まで運動が途切れる

ことなく、行う事ができた。実践中の園児は積極的に取り組む姿勢が多くみられ、着替えが必要なほ

ど汗をかくなど、夢中になって取り組んでいた。また担任保育士に実践後のアンケートを行った結果、

他の運動と比べ、こどもの運動量、運動動作の種類は「やや多い」という回答が得られた。これらの

ことから、短い時間の中で、こどもたちが積極的に楽しく体を動かしていたことが伺える。 

 

 
第２回 実施日 2017 年 9 月 14 日 

 前回と同じものに加え、少し動作を複雑にしたり、難易度を上げた遊びを実践した。子どもたちは、

前回に比べ、反応も早く、難易度の高いものほど好む傾向にあり、「もっとやりたい」という意欲的

な姿勢が見られた。二人組で手をつないで行うジャンプでは、声を出して相手と合わせようとする姿

がみられたり、周りの組とぶつからないように配慮するなどの認知能力も発揮されていた。実践後の

担任保育士のアンケートには、「運動が苦手な子でも積極的に取り組んでいる姿が見られた」との回

答があり、楽しみながら意欲的に運動を行っていたことがわかる。また、「フープくぐりリレー（図

２）を園での活動に取り入れ、異年齢児でも行う事が出来た」との回答があり、運動を気軽に活用し、

異年齢でも遊びの中でコーディネーション能力を培っていくことが可能であることがわかった。 

 

 
第３回 実施日 2017 年 9 月 21 日 

 マネっこゲームのポーズを複雑なものにし（図３）、目で見たものを素早くマネするように繰り返

した。この運動は、目で見たものをそのまま再現する観察力やイメージ力が発揮され、現在園で行わ

れているビジョントレーニングとの相乗効果も期待することができる。道具を用いた運動では、二人

組でフープを使った動作によって、道具の操作能力と・相手の動きに対する反応能力や認知能力を重

視した運動を行った。また、ボールを使い、操作能力を意識したポイント制のゲームを行うと、転が

す力加減を自分で調整し、転がし方を工夫する姿が見られた。このボールを使ったゲームでは、「転

がす」「素早く取りに行く」「次の人に渡す」という連続動作であるため、園児は慎重にボールを転が

し、結果を確認後、目的をすぐに切り替え、素早くボールを取りにいかなくてはいけない。上手く出

来る出来ないに関係なく、意識を次の対象に向けることは、気持ちを切り替える練習にもなる。また、

制限時間を設けることで、集中も途切れずに行うことができる。実践後の担任保育士のアンケートで

は、「このゲームは初めて行ったが、とても楽しんでいて、自然と操作能力がつくのが良かった」と

の回答があった。 
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第㸲回 実施日 2017 年 10 月 � 日 

 まで行ってきた運動の難易度をさらに上げて実施した。初日に行った動作よりも、やや難しいෆ

ᐜであったが、子どもたちは的確に反応し、㐺応していた。ࣟープを用いた運動（図㸲）では、㊴び

㉺す、くぐる、渡る動作を、ࣟープのᙧのኚに対応しながら自分で⪃え行っていた。実践後の担任

保育士のアンケートには、「㊴ぶ動作は他の運動でも行っていたし、ࣟープを使った遊びもしていた

が、ࣟープの上をṌいたり、Ⰽࠎな方ἲで㊴び㉺すなど、ᬑẁとは㐪う使い方を知ることができた。

慎重に動くという動作をあまり行わないので、ࣛࣂンࢫ動作ができてよかった。」との回答があった。

ࣟープを使ったࣛࣂンࢫ動作はᖹᆒྎとは㐪ったᙧや活用方ἲで行うことができ、ⴠୗのリࢡࢫが少

ない。また、እでの活動も可能なため、ᬑẁの活動の中でも気軽に取り入れることができる。 

 
図 1 㢼⯪࢟ャࢳࢵのᵝ子          図２ フープくぐりリレーのᵝ子 

 

 
図３ マネっこゲームのᵝ子         図㸲 ࣟープを使った㊴び㉺え遊びのᵝ子 
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第㸲㡯 結論 

担任の保育士に対するアンケートで「コーディネーション運動を㛤ጞする前のᵝ子と、㸲回の運動

を⤊えての現在のᵝ子を比㍑した㝿、ุ᩿力・▐発力・認知力運動の効果とᛮわれるようなኚはあ

ったか」という㉁ၥに対して、「までの⤒㦂にない遊びを行うことで、体を動かすことに、より積

極的になった。」「ᵝࠎな運動遊びにも⯆をもち、ヰを⪺いて楽しむᵝ子がቑえた。」との回答があ

った。これは、運動を㏻しての᪂たな⤒㦂が、子どもたちの⬻⚄⤒にാきかけていることを⾲すと同

時に、運動に対する楽しみや、積極ᛶを見出していることが伺える。また、担任の保育士⫋ဨの取

ᮦを行い運動に対する取り組みのኚについてၥうと、「道具の使い方や、運動に対する⪃え方の視

㔝がᗈがり、運動の効果や、ྛ種目の関連ᛶもឤじることが出来た。回行った運動あそびのよう

に、気軽に遊びながら能力を高められる方ἲをもっと知り、ᵝࠎなሙ㠃で運動あそびを取り入れてい

きたい」とのことࡔった。また、コーディネーション運動を行った㝿の運動量については、ᬑẁの運

動活動よりも「やや多い」との回答があり、45 分間という時間の中で、しっかりと体を動かしてい

たことがわかる。 

 

 
第 5 㡯 まとめ 

◊✲では、園の現在行われている運動について≉ᚩを᫂確に分ᯒすることで、より効果的な運動

プࣟグࣛムを作ᡂできることがわかった。回実施した、さくら保育園では、ᬑẁから多くの運動を

取り入れているが、園によって運動に対する౯್観・⎔ቃ・遊具・道具はᵝࠎである。運動のᑓ㛛ᐙ

ではない保育士がこれࡔけの分ᯒをすることはᐜ易ではないが、ここで㏙べた≉ᚩ（ア）運動のᛶ㉁

についての≉ᚩ （イ）運動の効果についての≉ᚩ （࢘）運動動作や道具の使い方での≉ᚩ を保

育⪅が自らの視Ⅼで⪃えるࡔけでも、運動に対する視Ⅼがኚわり、ఱをどのように取り入れるべきか

を見出すことができる。また、それࡒれの運動の持つ≉ᚩを知ることで、種目間の相乗効果や、子ど

もの᪂たな能力をᘬき出す可能ᛶもある。 

効果的な運動を実現するためには、運動を༢的に見るのではなく、すべての運動をྵむ体ീを

ᤊえることが必要である。さらには、保ㆤ⪅や、保育⪅をはじめ、እ㒊ㅮᖌやᗂ児に関わる人ࠎが、

ᗂ児期の運動をどのようにとらえ、どのように実践するとよいのかについて、࠾࠾むねඹ᭷して࠾く

ことも重要である。そうすることで、それࡒれの運動がもつ㛗ᡤ・短ᡤを知り、より効果的な運動を

実践することができる。 

 ◊✲のㄢ㢟としては、後、保育⪅自㌟が⡆༢にプࣟグࣛムを⪃えられるよう、園の≉ᚩの分ᯒ

方ἲや、運動の活用方ἲについて、⡆₩に᫂確に♧していくとඹに、⎔ቃや園児に合った運動方ἲを

実施できるようなプࣟグࣛム作ᡂ方ἲについて、さらに῝めていくことである。 
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